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地域の気の合う仲間達と楽しみながら、
つるし雛を作って 16年。
笑顔と笑い声の絶えない『ちくちくかい』

のみなさんにお話を伺いました。

毎
週
火
曜
日
は
笑
顔
と

笑
い
声
に
包
ま
れ
た
癒
し
の
ひ
と
と
き

つ
る
し
雛
と
は

昔
か
ら
ひ
な
人
形

は
高
価
な
も
の
で
、

子
供
に
お
ひ
な
様
を

買
っ
て
あ
げ
る
事
の

出
来
な
い
貧
し
い
家

の
方
が
子
供
の
為
に
自
分
の
着
物
を
ほ
ど
き
、
ひ
な

人
形
を
作
っ
た
の
が
い
わ
れ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
皆
か
ら
着
な
く
な
っ
た
着
物
や
布
を
い

た
だ
い
て
作
っ
て
い
ま
す
。

伊
豆
の
稲
取
で
始
ま
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
し
、

東
北
の
酒
田
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
本
な
ど
の
資
料

に
は
酒
田
が
よ
く
出
て
き
ま
す
。

上
野
原
は
近
い
の
で
稲
取
と
言
う
人
が
多
い
の
だ

と
思
い
ま
す
。
私
達
も
稲
取
へ
つ
る
し
雛
を
見
に
行

き
ま
し
た
。

こ
の
会
の
歴
史
は

甲
州
市
の
甘
草
屋
敷
に
何
人
か
で
行
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
そ
こ
で
つ
る
し
雛
を
見
て
い
い
な
と

うえのはらで頑張る人  うえのはらで頑張る人  Vol.29Vol.29
つるし雛『ちくちくかい』のみなさん

特集　うえのはらで頑張る人
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皆
さ
ん
の
手
先
の
器
用
さ
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を

拝
見
し
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
秋
山
地
区
の
自
然
豊

か
な
景
色
の
中
、
笑
い
声
が
絶
え
ず
時
間
を
忘
れ
て

し
ま
う
ほ
ど
魅
力
的
な
会
で
し
た
。
取
材
を
通
し
改

め
て
地
域
に
お
け
る
絆
の
大
切
さ
、
思
い
や
り
の
心

を
見
つ
め
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

取
材
を
終
え
て

思
い
ま
し
た
。
根ね
ん
ば場

（
富
士
河
口
湖
町
）
に
先
生
が

い
て
週
一
回
教
わ
り
に
行
き
、
4
年
く
ら
い
続
き
ま

し
た
。

16
年
前
に
孫
が
で
き
た
時
、
孫
に
つ
る
し
雛
を
作

り
た
く
て
始
め
ま
し
た
。
は
じ
め
は
資
料
を
見
な
が

ら
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
名
称
も
縫
い
方
も
分
か
ら

ず
、
な
か
な
か
理
解
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先

生
に
習
い
に
行
く
よ
う
に

な
っ
て
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

『
ち
く
ち
く
か
い
』
は
皆

で
針
を
ち
く
ち
く
や
る
こ
と

か
ら
名
前
が
付
き
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は

現
在
7
人
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
最
初
先
生
に
習
い

に
行
っ
た
と
き
は
4
人
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
習
い

た
い
人
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
一
時
は
上
野
原
地

区
か
ら
も
2
人
ほ
ど
来
て
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

活
動
は
毎
週
火
曜
日
9
時
に
オ
ー
プ
ン
し
て
17
時

に
ク
ロ
ー
ズ
で
す
。
そ
の
時
間
内
で
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
の
都
合
に
合
わ
せ
来
て
い
ま
す
。

お
喋
り
を
し
な
が
ら
人
形
を
縫
っ
て
い
ま
す
。

年
に
1
回
は
旅
行
を
し
た
り
、
日
帰
り
で
お
花
見

や
食
事
会
に
行
っ
た
り
し
ま

す
。
出
先
で
も
つ
る
し
雛
の

よ
う
な
人
形
は
気
に
な
り
良

い
も
の
を
見
つ
け
る
と
次
の

作
品
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
ま

す
。

２
０
２
２
年
4
月
に
作
品
展
を
や
り
ま
し
た
。

今
年
は
飛
騨
高
山
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

さ
る
ぼ
ぼ
を
買
っ
て
き
て
、
今
は
さ
る
ぼ
ぼ
を
作
っ

て
い
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
思
う
こ
と

本
当
に
良
い
メ
ン
バ
ー
の
集
ま
り
で
、
こ
こ
に
来

る
こ
と
が
癒
し
で
す
。
毎
週
火
曜
日
が
楽
し
み
で
す
。

10
数
年
続
く
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
会
に
入
っ
て
沢
山

の
先
輩
た
ち
に
色
々
な
事

を
教
わ
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
で
も
、
あ
ま
り
年
齢

差
を
感
じ
る
事
無
く
、
会

の
中
に
入
っ
て
い
け
る
の

は
凄
く
良
い
で
す
。

今
後
の
活
動
は

今
後
は
現
状
維
持
、
気
ま
ま
に
皆
で
旅
行
を
し
た

り
、
楽
し
み
な
が
ら
一
つ
で
も
多
く
作
品
を
作
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

今
年
4
月
24
日
に

第
2
回
の
展
示
会
の

開
催
が
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
是
非
皆
さ

ん
に
来
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

議
会
や
行
政
へ
の
要
望
は

上
野
原
市
の
人
口
が
減
り
、
秋
山
は
特
に
子
供
の

数
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
反
対
に
高
齢
者
は
ま
だ

ま
だ
増
え
て
い
く
中
、
公
民
館
も
な
く
な
り
、
秋
山

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
Ｙ
Ｌ
Ｏ
）
も
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

採
算
が
取
れ
ず
閉
鎖
す
る
の
は
わ
か
り
ま
す
が
、
た

だ
閉
鎖
す
る
だ
け
で
な
く
、
な
ん
と
か
良
い
形
を
考

え
て
い
た
だ
き
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
み
ん
な
が

集
ま
れ
る
施
設
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

特集　うえのはらで頑張る人
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議長新年のあいさつ

市民と議会との意見交換会

新
年
の
あ
い
さ
つ

議
長
　
遠
藤
　
美
智
子

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
５
類

に
移
行
し
、
こ
れ
ま
で
控
え
て
い
た
地
域
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が

復
活
し
、
少
し
ず
つ
元
の
賑
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
１
月
に
市
議
会
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
新
た
に
14
名
の
議
員

で
本
市
議
会
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
６
月
に
は
議
会
活
性
化
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
一
昨
年
12
月
に
制
定
し
た
上
野
原
市
議
会
基
本
条
例

に
基
づ
き
、
現
在
、
「
市
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催
」
、
「
政

策
立
案
及
び
政
策
提
言
の
積
極
的
な
実
施
」
、
「
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
導
入
」
な
ど
、
議
会
の
活
性
化
と
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
議

会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
２
月
18
日
に
は
「
市
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。
是
非
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

今
後
も
市
議
会
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
一

つ
一
つ
誠
意
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
行
政
機
関
と
一
体
と
な
り
、
よ
り
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
本
市
の
限
り
な
い
発
展
の
た
め
、
引
き
続
き
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
笑
顔
と
希
望
あ
ふ
れ
る
実
り

多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　上野原市が抱えている課題や上野原市の未来について、意見交換会を開催します。みなさまの
意見を市政にいかせるよう、多くの方のご参加をお願いいたします。
　なお、当日参加もできますが、会場設営の都合上、事前に申し込みをお願いいたします。

【日時】	 令和６年２月１８日 (日 )　午後２時００分～４時００分

【場所】	 もみじホール２階　会議室

【テーマ】	「うえのはらの未来を考える」

【お問い合わせ】上野原市議会事務局　
	 電話	 ０５５４－６２－３３４４
	 FAX	 ０５５４－６２－５３４４
	 E-mail	 shomugiji@city.uenohara.lg.jp

～みなさまの声を聞かせてください～
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会期中の審査

12
月
４
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、

条
例
制
定
８
件
、
指
定
管
理
者
の
指

定
３
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

議
案
第
１
２
２
号
「
上
野
原
市
男

女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」
は
、

第
２
次
上
野
原
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
に

続
く
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
委
員
会
を

設
置
す
る
も
の
で
す
が
、
推
進
委
員

に
つ
い
て
は
、
女
性
委
員
を
積
極
的

に
登
用
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

議
案
第
１
２
３
号
「
上
野
原
市
行

政
組
織
条
例
制
定
に
つ
い
て
」
は
、

令
和
６
年
度
か
ら
部
制
を
廃
止
す
る

に
あ
た
り
、
条
例
の
全
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
１
４
４
号
「
羽
置
の
里
び

り
ゅ
う
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
」
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
さ
い
は
ら
を
引
き
続
き
指
定
す
る

も
の
で
す
が
、
今
後
は
公
募
も
考
慮

す
べ
き
こ
と
を
付
帯
意
見
と
し
ま
し

た
。議

案
第
１
４
５
号
「
市
営
マ
ス
釣

場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
」
は
、
食
堂
な
ど
の
既
存
施
設
を

活
用
し
た
提
案
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、（
株
）
フ
ー
ド・ア
ー
キ
テ
ク
ト・

ラ
ボ
を
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
も

の
で
す
。

他
の
７
案
件
を
含
む
11
案
件
に
つ

い
て
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
廃
校
施
設
の
利
活
用
」

と
「
市
の
特
産
品
づ
く
り
」
に
つ
い

て
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

12
月
４
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
条
例
制
定
６
件
、
請
願

１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

議
案
第
１
２
７
号
か
ら
議
案
第

１
２
９
号
の
３
案
件
は
、
簡
易
水
道

事
業
、
下
水
道
事
業
に
公
営
企
業
会

計
を
適
用
す
る
た
め
の
条
例
で
す
。

委
員
か
ら
の
公
営
企
業
会
計
導
入

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
と
い
う
質
問
に
つ

い
て
は
、
事
業
の
財
政
状
況
を
詳
細

に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
の
こ

と
で
す
。

議
案
第
１
３
０
号
は
、
事
業
系
の

ご
み
処
理
手
数
料
を
10
㎏
あ
た
り

６
０
円
を
２
４
０
円
と
す
る
も
の
で

す
。
現
在
の
料
金
が
ご
み
処
理
原
価

と
乖
離
を
是
正
し
、
他
自
治
体
か
ら

の
ご
み
流
入
の
抑
止
効
果
も
見
込
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

委
員
か
ら
の
周
知
を
十
分
に
行
え

る
の
か
、
と
い
う
質
問
に
つ
い
て
は
、

受
付
窓
口
で
の
周
知
を
開
始
す
る
と

と
も
に
、
商
工
会
の
協
力
で
周
知
を

進
め
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

議
案
第
１
３
１
号
は
、
災
害
対
策

基
本
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
避
難
支

援
等
関
係
者
に
対
し
て
、
平
常
時
か

ら
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
情
報
及

び
個
別
避
難
計
画
情
報
を
提
供
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
１
３
２
号
は
、
法
令
の
改

正
に
伴
う
も
の
で
す
。

以
上
、
当
局
提
出
６
案
件
に
つ
い

は
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
７
号
は
、
秋
山
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
改
修
ま
た
は
代
替
施
設

建
設
に
関
し
て
、
早
急
に
方
向
性
を

示
し
、
施
設
の
整
備
を
市
に
求
め
る

も
の
で
す
。
全
会
一
致
で
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委員長
　安留俊介
副委員長
　天野淳一
委員
　清水一明
　内田倫弘
　山口　薫
　遠藤美智子
　杉本公文

委員長
　川田好博
副委員長
　小俣　崇
委員
　佐藤澄男
　八木一雄
　白鳥純雄
　東山洋昭
　長田喜巳夫

総
務
産
業
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

びりゅう館 マス釣場

秋山老人福祉センター
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議
案
第
１
１
９
号　

�

上
野
原
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
及
び
上
野

原
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
１
２
０
号　

�

上
野
原
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

条例
制定

　
人
事
院
勧
告
等
に
よ
り
、
職
員
の
月
例
給
の
引
き
上
げ
及
び
特

別
給(

期
末
手
当
、
勤
勉
手
当)

を
０・
１
０
月
引
き
上
げ
る
も

の
で
す
。
月
例
給
は
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
引
き
上
げ
ま
す
。

　
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
令
和
５
年
12
月
に
支
給
す
る
期

末
手
当
を
０・３
月
減
額
し
ま
す
。施

行
日　
令
和
５
年�

12
月
１
日

特
別
職
・
職
員
の
月
例
給
及
び

期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
を
引
き
上
げ

軽
自
動
車
税
の
減
免
対
象
に
精
神
障
害

者
・
知
的
障
害
者
の
本
人
運
転
を
追
加

出
産
予
定
の
被
保
険
者
の
産
前
産
後
期

間
相
当
分
の
国
保
税
を
減
免

　
精
神
障
害
者
及
び
知
的
障
害
者
の
社
会
参
加
を
図
る
た
め
、
軽

自
動
車
税
の
減
免
申
請
対
象
者
に
精
神
障
害
者
又
は
知
的
障
害
者

の
本
人
運
転
を
追
加
し
ま
す
。�

施
行
日　
令
和
６
年
１
月
１
日

条例
改正

議
案
第
１
２
５
号　
上
野
原
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た

め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

出
産
予
定
の
被
保
険
者
に
対
し
、産
前
産
後
期
間
相
当
分
（
単
胎：

４
ケ
月
、
多
胎
：
６
ケ
月
）
の
所
得
割
及
び
均
等
割
を
減
免
す
る

も
の
で
す
。�

施
行
日　
令
和
６
年
１
月
１
日

条例
改正

定例会で決まった主なこと

審
議
さ
れ
た
議
案	

　
　
　

市
長
提
出
議
案	

29
件

　
　
　
　
　

請　
　

願	

1
件

　
　
　
　
　

発　
　

議	

1
件

　
　
　
　
　
　

計	

31
件

定
例
会
で
決
ま
っ
た

主
な
こ
と

※	

議
案
名
・
議
決
結
果
等
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

令
和
5
年
第
4
回
定
例
会
が
11
月
28
日
か
ら
12
月

14
日
ま
で
17
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

12月
定例会

議
案
第
１
２
６
号　
上
野
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
条
例
改
正

　
排
出
事
業
者
の
適
正
処
理
責
任
と
受
益
者
負
担
の
明
確
化
を
通

じ
て
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
事
業
系
ご
み
処
理
手
数
料
を

現
在
の
10
㎏
に
つ
き
６
０
円
か
ら
２
４
０
円
に
改
め
る
も
の
で
す
。

�
�

�

施
行
日　
令
和
６
年
４
月
１
日

条例
改正

議
案
第
１
３
０
号　

�

上
野
原
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て
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議
案
第
１
３
３
号　
上
野
原
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
制
定
に
つ
い
て

条例
制定

中
小
企
業
の
振
興
条
例
の
制
定

議
案
第
１
３
５
号　
令
和
５
年
度
上
野
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

議
案
第
１
４
７
号　
令
和
５
年
度
上
野
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

　
中
小
・
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め

理
念
・
施
策
・
市
の
責
務
等
を
明
確
に
す
る
も
の
で
す
。

施
行
日　
令
和
６
年
１
月
１
日

定例会で決まった主なこと

３
件
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

３
月
31
日
に
指
定
期
間
が
終
わ
る
3
件
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
を
行
い
ま
し
た
。

■
羽
置
の
里
び
り
ゅ
う
館　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
さ
い
は
ら

�
�

理　
事　
長　
　
長
田　
英
富

�

指
定
期
間　
　
３
年

�
�

令
和
6
年
４
月
1
日
～
令
和
9
年
3
月
31
日

■
市
営
マ
ス
釣
場　
（
株
）FO

O
D

　

ARCHITECT��LAB
�

�

代
表
取
締
役　
　
本
多　
慶
司

�

指
定
期
間　
　
５
年

�
�

令
和
6
年
４
月
1
日
～
令
和
11
年
3
月
31
日

■
森
林
総
合
利
用
施
設�

鶴
川
渓
谷
平
野
田
休
養
村
協
同
組
合

�
�

組
合
理
事
長　
　
降
矢　
太
治

�

指
定
期
間　
　
３
年

�
�

令
和
6
年
４
月
1
日
～
令
和
9
年
3
月
31
日

指定
管理

秋
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
の
請
願

　
秋
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
旧
秋
山
村
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
）
の
改
修

ま
た
は
代
替
施
設
建
設
に
つ
い
て
、
秋
山
地
区
区
長
会
長
を
は
じ

め
秋
山
地
区
各
団
体
の
代
表
者
か
ら
請
願
書
が
提
出
さ
れ
、
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

請願
請
願
第
７
号　
　
秋
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
ま
た
は
代
替
施
設
建
設
に
関
す
る
請
願
書

議
案
第
１
４
４
号　
上
野
原
市
羽
置
の
里
び
り
ゅ
う
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
１
４
５
号　
上
野
原
市
営
マ
ス
釣
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
１
４
６
号　
上
野
原
市
森
林
総
合
利
用
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

給
与
改
定
・
非
課
税
世
帯
支
援
の
予
算

■　
補
正
総
額
（
第
４
号
）�

１
億
８
３
３
２
万
２
千
円

人
件
費�

２
３
６
５
万
２
千
円

　
　
☆
人
事
院
勧
告
等
に
よ
る
給
与
改
定

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
費�

３
６
４
５
万
８
千
円

　
　
☆
電
気
料
金
高
騰
に
対
す
る
追
加
支
援
等

道
路
維
持
費�

２
０
８
５
万
４
千
円

　
　
☆
除
雪
費
用
、
ト
ン
ネ
ル
修
繕
等

河
川
維
持
費�

２
０
０
０
万
円

　
　
☆
十
王
堂
入
沢
改
修
費

急
傾
斜
地
崩
落
対
策
事
業�

１
４
６
０
万
円

　
　
☆
県
営
事
業
へ
の
市
負
担
金
増
額

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
基
金
費�

１
０
０
０
万
円

■　
補
正
総
額
（
第
５
号
）�
２
億
４
５
７
万
４
千
円

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
支
援
事
業

�

１
億
８
６
９
７
万
４
千
円

　
　
☆
１
世
帯
7
万
円
を
支
給

消
防
団
詰
所
建
設
事
業
費�

１
７
６
０
万
円

　
　
☆
巌
分
団
第
４
部
擁
壁
補
強
工
事
費
増
額

補正
予算
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※　「－」は委員会付託が省略された議案です。
※　発議第８号については、15ページに詳細を載せています。

令和５年第４回定例会議決結果等一覧表

◆全会一致の議案
議案
番号

付　託
委員会 案　件　名 結果

119
―

上野原市長、副市長及び教育長の給与等に関する条例及び上野原市職員給与条例の一部を改正する
条例制定について

可決

120 上野原市長、副市長及び教育長の給与の特例に関する条例制定について
121

総務
産業

上野原市新田会館条例制定について
122 上野原市男女共同参画推進条例の一部を改正する条例制定について
123 上野原市行政組織条例制定について
124 上野原市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部を改正する条例制定について
125 上野原市税条例の一部を改正する条例制定について
126 上野原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について
127

文教
厚生

上野原市簡易水道事業の設置等に関する条例制定について
128 上野原市下水道事業の設置等に関する条例制定について

129 上野原市簡易水道事業及び上野原市下水道事業の地方公営企業法適用に伴う関係条例の整備に関す
る条例制定について

130 上野原市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例制定について
131 上野原市個人情報保護法施行条例の一部を改正する条例制定について

132 上野原市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例制定について

133 総務
産業

上野原市中小企業・小規模企業振興基本条例制定について
134 上野原市火災予防条例の一部を改正する条例制定について
135

―

令和５年度上野原市一般会計補正予算（第４号）
136 令和５年度上野原市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
137 令和５年度上野原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
138 令和５年度上野原市介護保険特別会計補正予算（第２号）
139 令和５年度上野原市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
140 令和５年度上野原市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
141 令和５年度上野原市大目財産区特別会計補正予算（第２号）
142 令和５年度上野原市島田財産区特別会計補正予算（第２号）
143 令和５年度上野原市秋山財産区特別会計補正予算（第２号）
144

総務
産業

上野原市羽置の里びりゅう館の指定管理者の指定について
145 上野原市営マス釣場の指定管理者の指定について
146 上野原市森林総合利用施設の指定管理者の指定について
147 ― 令和５年度上野原市一般会計補正予算（第 5号）
請願
7

文教
厚生 秋山老人福祉センターの改修または代替施設建設に関する請願書 採択

発議
8 ― 上野原市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について 可決



9 上野原市議会だより No.76

会期中の審査

11
月
９
日
と
16
日
に
、
閉
会
中
の

継
続
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
９
日
は
、「
鳥
獣
害
対
策
に

つ
い
て
」
相
模
原
市
の
状
況
を
視
察

し
ま
し
た
。

ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
つ
い
て
は
、
市
内

に
４
個
所
あ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
基
地
局
に
よ

り
群
れ
の
位
置
を
把
握
し
、
相
模
原

市
と
本
市
に
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る

K
４
群
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
付
大

型
捕
獲
檻
の
ほ
か
銃
猟
や
箱
罠
及
び

く
く
り
罠
に
よ
る
全
頭
駆
除
を
進
め

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
地
域
、
猟
友
会
、
行
政
が

連
携
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
よ
る

サ
ポ
ー
ト
隊
を
設
置
す
る
な
ど
、
地

域
ぐ
る
み
の
対
策
を
行
っ
て
お
り
、

本
市
で
も
相
模
原
市
の
取
り
組
み
の

導
入
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
猟
友

会
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
で
は
な
い

か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

16
日
は
、
ま
ず
、「
ミ
ュ
ー
の
森

の
状
況
に
つ
い
て
」
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

ス
タ
ッ
フ
41
名
中
37
名
が
市
内
在

住
者
で
あ
り
、
地
元
の
漁
協
、
農
家
、

小
売
店
か
ら
商
品
の
仕
入
れ
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
は
、
日
帰
り
で
も
楽

し
め
る
施
設
に
す
る
と
と
も
に
、「
森

の
映
画
館
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行

う
と
の
こ
と
で
す
。

次
に
、
消
防
署
に
お
い
て
、
車
両

火
災
が
発
生
し
た
想
定
で
消
火
訓
練

を
視
察
し
ま
し
た
。

ま
た
、
車
両
が
出
動
す
る
際
の
事

故
が
多
い
こ
と
か
ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
い
た
訓
練
を
行
い
、
安
全
運

行
に
万
全
を
期
す
べ
き
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
13
日
に
、「
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
」、
11
月
16

日
に
、「
ミ
ュ
ー
の
森
の
運
営
状
況

に
つ
い
て
」、
そ
れ
ぞ
れ
閉
会
中
の

継
続
調
査
と
し
て
視
察
を
行
い
ま
し

た
。13

日
は
、
生
活
環
境
課
担
当
職
員

と
と
も
に
、
午
前
中
、
笛
吹
市
に
伺

い
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
営
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

石
和
温
泉
駅
を
中
心
に
2
ル
ー
ト

あ
り
２
年
毎
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
２
社
を
選
定
し
て
い
ま
す
。
運
賃

は
中
学
生
以
上
の
大
人
が
２
０
０
円
、

小
学
生
以
下
が
１
０
０
円
、
月
曜
日

か
ら
土
曜
日
に
運
行
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

他
に
、
市
営
バ
ス
３
路
線
、
甲
府

市
・
甲
斐
市
と
共
同
の
自
主
運
営
バ

ス
１
路
線
、
民
営
バ
ス
３
社
が
運
行

し
て
い
ま
す
。

今
後
笛
吹
市
は
、
路
線
バ
ス
中
心

の
交
通
体
系
か
ら
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交

通
へ
と
段
階
的
に
シ
フ
ト
し
て
い
き
、

市
営
バ
ス
は
順
次
廃
止
し
て
い
く
予

定
と
の
こ
と
で
す
。

午
後
か
ら
は
、
市
庁
舎
に
も
ど
り
、

市
内
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
業
者
か
ら

話
を
聞
き
ま
し
た
。

16
日
は
、
担
当
職
員
と
指
定
管
理

者
の
イ
オ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
（
株
）

に
出
席
を
求
め
、
総
務
産
業
常
任
委

員
会
と
合
同
で
「
ミ
ュ
ー
の
森
」
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

営
業
利
益
は
、
全
体
工
事
の
進
捗

が
大
幅
に
遅
れ
、
想
定
を
大
き
く
下

回
っ
た
が
、
来
年
４
月
以
降
の
シ
ー

ズ
ン
で
巻
き
返
し
を
図
り
た
い
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
市
民
の
利
用

料
金
は
15
％
オ
フ
の
た
め
、
多
く
の

方
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

委員長
　安留俊介
副委員長
　天野淳一
委員
　清水一明
　内田倫弘
　山口　薫
　遠藤美智子
　杉本公文

総
務
産
業
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委員長
　川田好博
副委員長
　小俣　崇
委員
　佐藤澄男
　八木一雄
　白鳥純雄
　東山洋昭
　長田喜巳夫
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一般質問

独
居
の
老
後
を
支
え
る

　
　

安
心
で
き
る
仕
組
み
を

質
問　
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
。

答
弁　
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
こ

こ
数
年
耳
に
す
る
新
た
な
民
間

事
業
で
す
。
現
段
階
で
は
、
苦

情
等
の
相
談
は
受
け
て
い
ま
せ

ん
。
悪
質
と
思
わ
れ
る
事
案
が

発
生
し
た
場
合
は
、
よ
り
専
門

的
な
相
談
が
で
き
る
機
関
を
案

内
し
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

質
問　
支
援
が
必
要
な
市
民
へ
の
対
応

に
つ
い
て
。

答
弁　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

「
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」
は
、

あ
ら
ゆ
る
市
民
の
困
り
ご
と
や

心
配
事
に
対
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
す
る
窓
口
で
す
。
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
や
適
切
な
制
度

な
ど
相
談
の
内
容
に
よ
り
、
必

要
な
部
署
と
互
い
に
連
携
を
図

り
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

質
問　
医
師
の
働
き
方
、
地
域
医
療
や

患
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て
診
療

科
目
の
「
機
能
集
約
化
」
は
。

答
弁　
地
域
全
体
で
必
要
な
医
療
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
広
域
的
な
地

域
医
療
を
構
築
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
限
り
あ

る
医
師
等
の
医
療
資
源
の
中
で

市
民
の
要
望
に
可
能
な
範
囲
で

答
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

質
問　
地
域
医
療
の
維
持
に
つ
い
て
。

答
弁　
上
野
原
市
立
病
院
は
、
二
次
救

急
医
療
と
し
て
中
核
的
な
機
能

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
不

採
算
な
部
門
で
あ
っ
て
も
、
一

定
水
準
の
医
療
提
供
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

        　
他
に
日
常
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
現
状
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

小俣　崇議員
１　独居の老後を支える安心できる仕組み

を
２　医師の働き方　地域医療や患者への影

響について
山口　薫議員
１　消防事務の広域化に関する検討の必要

性について
２　環境行政について　他
杉本公文議員
１　八重山（五感の森）について
２　ゴミの減量化について　他
天野淳一議員
１　当市のゴミについて
内田倫弘議員
１　県立上野原高校について

八木一雄議員
１　子どもの「居場所と思えるような場所」

の環境整備に向けて
２　通学路危険個所の改修・整備状況（完了

見込み）について　他
安留俊介議員
１　市内の公共交通政策について
川田好博議員
１　少子化と雇用対策
２　介護保険制度　他
東山洋昭議員
１　地域公共交通について
２　上野原駅南口市営駐車場について　他
長田喜巳夫議員
１　市民からの要望事項の状況について
２　常住人口調査について　他

各議員の主な質問項目

小俣　崇
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一般質問

質
問 
消
防
事
務
を
広
域
化
す
る
と
部

隊
が
増
え
、
特
殊
消
防
車
も
共

有
で
き
、
様
々
な
災
害
に
対
応

で
き
る
。
本
部
職
員
も
部
隊
に

配
置
し
休
暇
取
得
や
専
門
職
員

も
確
保
で
き
る
。
広
域
化
の
効

果
は
大
き
い
と
思
う
が
。　

答
弁	

広
域
化
は
国
も
推
奨
し
、
県
境

を
越
え
て
も
地
理
的
に
有
効
で

あ
れ
ば
支
援
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
様
々
な
選
択
肢
の

中
、
市
民
の
利
益
に
繋
が
る
施

策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問 

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
設
置
要

綱
を
制
定
し
、
そ
の
立
ち
位
置

や
補
償
、
事
業
目
的
、
区
の
対

応
等
を
明
確
化
す
る
最
低
限
の

決
ま
り
が
必
要
と
思
う
が
。　

答
弁	

要
綱
等
で
は
な
く
、
地
域
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
手

引
き
の
よ
う
な
も
の
で
活
躍
で

き
る
方
法
を
明
示
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
で
、
更

に
市
民
向
け
パ
ン
フ
の
作
成
、

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
の
活
用　
　
　

や
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入

等
、
推
進
に
拍
車
を
か
け
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答
弁	

市
で
は
引
き
続
き
各
種
啓
発
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
年
度
内

に
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
で
、

県
の
出
張
講
座
を
予
定
し
、
温

暖
化
防
止
の
気
運
を
高
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
事
業

は
、
４
回
だ
け
の
試
験
運
用
で

見
送
り
の
結
論
を
出
す
の
は
早

い
と
思
う
。
如
何
に
経
費
を
か

け
ず
に
出
来
る
か
、
更
に
検
討

す
る
余
地
が
あ
る
と
思
う
が
。

答
弁	

民
間
企
業
と
連
携
し
、
水
平
リ

サ
イ
ク
ル
等
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
回
収
量
増
加
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
上
野
原
の
た
め
に

　
　

将
来
を
見
据
え
た
政
策
を
！

質
問 

当
市
の
ゴ
ミ
処
理
に
係
る
市

民
一
人
当
た
り
の
費
用
は
、

２
万
１
０
６
円
で
、
全
国
平
均

よ
り
も
６
３
０
０
円
以
上
高
額

で
あ
り
、
家
庭
ご
み
排
出
量
も

同
規
模
自
治
体
よ
り
、
だ
い
ぶ

多
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で

市
ゴ
ミ
対
策
推
進
協
議
会
や
庁

内
の
協
議
と
市
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
経
て
、
令
和
3
年
に

減
量
化
計
画
を
策
定
し
、
家
庭

ゴ
ミ
の
有
料
化
（
指
定
袋
制
）

を
実
施
す
る
事
と
し
、
計
画
で

は
令
和
5
年
1
月
に
導
入
す
る

方
針
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
等
を
受
け
、
実
施
時
期

は
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す

で
に
市
民
の
皆
様
に
は
ゴ
ミ
減

量
化
計
画
の
概
要
版
が
配
布
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
実
施
に
向
け

た
啓
発
、
周
知
活
動
や
説
明
会

な
ど
の
準
備
状
況
は
。

答
弁	

広
域
化
を
見
据
え
て
他
市
町
村

と
料
金
設
定
な
ど
の
調
整
を
図

る
中
で
、
ゴ
ミ
袋
の
有
料
化
を

検
討
し
、
判
断
し
た
い
。
今
後

は
、
社
会
情
勢
や
他
自
治
体
の

統
一
化
の
動
向
等
を
注
視
し
な

が
ら
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

家
庭
ゴ
ミ
の
有
料
化
を
実
施

し
、
そ
の
実
施
に
向
け
た
周
知

活
動
や
説
明
会
、
条
例
改
正
な

ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問 

減
量
化
や
有
料
化
に
向
け
周
知

活
動
や
実
務
を
推
進
さ
せ
る
に

は
、
兼
任
で
は
な
く
専
任
者
を

置
い
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答
弁	

ゴ
ミ
減
量
化
政
策
を
推
進
す
る

に
当
た
り
、
市
の
方
針
を
踏
ま

え
関
係
部
署
と
協
議
し
な
が
ら

配
置
、
増
員
も
含
め
て
組
織
の

問
題
等
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

他
に
八
重
山
（
五
感
の
森
）

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

山口　薫

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
つ
い
て

家
庭
系
ご
み
有
料
化
の
実
施
時
期
は

杉本公文
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一般質問

質
問　
コ
モ
ア
し
お
つ
地
区
を
対
象
と

し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収

集
試
験
運
用
を
終
え
、
今
後

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
は
ど
の

様
に
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　
回
収
結
果
を
も
と
に
、
市
内
全

域
で
実
施
し
た
場
合
の
可
燃
ご

み
削
減
率
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
、

CO
2

削
減
率
、
回
収
量
増
に

伴
う
増
収
な
ど
を
試
算
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
コ
ス
ト
面

な
ど
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、

市
内
全
域
で
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
分
別
収
集
は
行
わ
ず
、
現
行

の
拠
点
回
収
を
継
続
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

質
問　
集
積
場
所
ま
で
ゴ
ミ
を
運
ん
で

出
し
て
い
る
方
、
個
別
に
自
宅

前
に
ゴ
ミ
を
出
し
て
い
る
方
い

る
が
ど
ち
ら
で
も
か
ま
わ
な
い

の
か
。
個
別
で
出
せ
る
条
件
、

申
請
等
が
あ
る
の
か
。

答
弁　
原
則
的
に
は
、
集
積
場
所
で
あ

る
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、
個
別
で
出
し

た
い
と
い
う
市
民
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
は
、
近
く
の
集
積
場

所
に
出
せ
な
い
理
由
を
十
分
に

聞
き
取
り
、
解
決
方
法
を
検
討

し
、
実
行
し
て
も
な
お
近
く
の

集
積
場
所
に
出
せ
な
い
場
合

は
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
臨
機

応
変
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

意
見　
ゴ
ミ
収
集
は
市
民
と
の
距
離
も

近
く
協
力
が
伴
い
ま
す
。「
ま

ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
、分
け
れ
ば
資
源
」

を
合
言
葉
に
市
民
意
識
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

質
問 

上
野
原
高
校
が
廃
校
に
な
る
と

い
う
の
は
本
当
で
す
か
。

答
弁	

山
梨
県
で
は
、「
山
梨
県
立
高

等
学
校
長
期
構
想
２
０
２
０
」

に
お
い
て
、
特
に
県
境
の
高
校

は
、
県
外
に
進
学
し
た
場
合
の

将
来
的
な
人
口
減
少
に
繋
が
る

可
能
性
も
考
慮
し
、
全
国
募

集
、
中
高
一
貫
教
育
の
導
入
な

ど
様
々
な
視
点
か
ら
検
討
し
て

い
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
上
野
原
高
校
の
廃
校

の
噂
は
、
根
拠
の
な
い
噂
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。　

質
問 

６
月
に
長
崎
知
事
に
上
野
原
高

校
の
中
高
一
貫
教
育
を
提
案
し

ま
し
た
が
、
市
が
考
え
る
中
高

一
貫
教
育
と
は
。

答
弁	

中
高
一
貫
教
育
の
方
式
で
、
高

校
は
県
立
、
中
学
は
市
立
と
設

置
者
が
異
な
る
場
合
、
現
行
の

法
律
上
は
連
携
型
中
高
一
貫
教

育
し
か
実
施
で
き
ま
せ
ん
。
連

携
型
中
高
一
貫
教
育
で
ど
の
よ

う
な
特
色
あ
る
高
校
作
り
を
し

て
い
く
か
、
県
と
模
索
し
な
が

ら
、
ゆ
く
ゆ
く
は
市
内
の
中
学

校
の
再
編
も
視
野
に
、
よ
り
効

果
的
な
中
高
一
貫
教
育
を
考
え

て
い
ま
す
。

質
問 

中
学
校
か
ら
地
域
内
外
の
子
供

達
を
呼
び
込
め
る
併
設
型
中
高

一
貫
校
と
す
る
考
え
は
。

答
弁	

中
高
連
携
に
あ
た
っ
て
は
、
一

体
化
ま
た
は
併
設
の
方
が
、
よ

り
効
果
的
な
連
携
が
で
き
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

	

ど
の
よ
う
な
形
態
を
取
る
の

が
、
上
野
原
高
校
の
魅
力
を
引

出
せ
る
の
か
、
上
野
原
市
の
子

供
達
、
ひ
い
て
は
市
全
体
に

と
っ
て
、
共
に
発
展
し
て
い
く

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、

県
と
一
緒
に
な
っ
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

当
市
の
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て

上
野
原
高
校
の
廃
校
問
題
と

	

中
高
一
貫
教
育
に
つ
い
て

天野淳一

内田倫弘
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一般質問

質
問  
こ
ど
も
家
庭
庁
「
こ
ど
も
ま
ん

な
か
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て

「
子
ど
も
の
居
場
所
と
思
え
る

よ
う
な
場
所
」
の
必
要
性
か
ら

学
校
の
校
庭
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

開
放
と
市
有
地
や
公
園
等
の
活

用
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁　
当
市
で
は
小
学
生
か
ら
中
学
生

が
安
全
に
体
を
動
か
し
て
球
技

な
ど
を
含
め
た
活
動
が
で
き
る

よ
う
な
施
設
は
無
く
、
子
ど
も

を
含
め
広
く
一
般
に
開
放
で
き

な
い
か
、
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど

と
共
に
、
現
在
開
放
の
在
り
方

を
模
索
し
て
い
ま
す
。
試
行
的

に
実
施
す
る
こ
と
は
可
能
と
思

い
、
来
年
度
の
早
い
時
期
に
一

部
の
学
校
で
試
行
し
、
結
果
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
後
の
展

開
を
検
討
し
ま
す
。

質
問　
今
後
の
こ
ど
も
政
策
を
新
た
な

理
念
で
推
進
す
る
為
に
、
児
童

厚
生
施
設
と
し
て
児
童
館
な
ど

の
持
つ
役
割
・
機
能
の
活
用
は

不
可
欠
で
あ
り
、
当
該
施
設
の

設
置
に
向
け
て
の
考
え
は
。

答
弁　
当
市
に
於
い
て
当
該
施
設
が
設

置
さ
れ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、

こ
ど
も
の
居
場
所
や
健
全
育
成

の
場
と
し
て
ニ
ー
ズ
の
重
要
性

が
高
い
施
設
で
す
。
設
置
に
つ

い
て
は
、
既
存
施
設
の
活
用
も

視
野
に
関
係
各
課
と
継
続
的
に

協
議
・
検
討
し
ま
す
。

質
問　
国
の
指
示
に
よ
る
通
学
路
緊
急

一
斉
点
検
に
よ
る
当
市
管
内
43

危
険
箇
所
の
改
善
や
整
備
状
況

そ
し
て
完
了
見
通
し
は
。

答
弁　
令
和
4
年
度
末
24
か
所
完
了
。

残
り
19
か
所
の
内
、
17
か
所
が

目
標
で
あ
る
今
年
度
末
ま
で
に

完
了
予
定
。
2
か
所
は
大
規
模

修
繕
に
よ
る
工
事
の
為
６
、
7

年
度
に
夫
々
完
了
予
定
で
す
。

質
問 

路
線
バ
ス
に
は
市
か
ら
多
額
の

補
助
金
が
出
て
お
り
、
ル
ー
ト

や
時
刻
表
な
ど
、
も
っ
と
便
利

な
交
通
手
段
と
な
る
よ
う
事
業

者
に
強
く
要
望
す
べ
き
で
は
。

答
弁	

電
車
の
発
着
に
合
わ
せ
た
運
行

の
た
め
、
利
用
者
の
希
望
に
沿

う
こ
と
が
難
し
い
と
の
こ
と
で

す
が
、
よ
り
良
い
交
通
手
段
と

な
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

質
問 

「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行

を
都
留
市
ま
で
可
能
に
し
ま

す
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
。

答
弁	

様
々
な
可
能
性
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
し
ま
す
。

意
見 

諦
め
る
こ
と
な
く
、
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

質
問 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
議
会
か
ら
の
提
言
、
市
民

か
ら
の
請
願
書
も
提
出
さ
れ
た

が
、
上
野
原
駅
北
口
へ
の
乗
り

入
れ
や
土
日
祝
日
の
運
行
な
ど

の
実
現
に
つ
い
て
は
。

答
弁	

事
業
者
に
お
い
て
も
現
状
の
体

系
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
要
望
に
沿
う
結
果

が
出
せ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

す
が
、
今
後
も
よ
り
良
い
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
運
行
の
維
持
に

努
め
ま
す
。

意
見 

上
野
原
に
住
み
続
け
よ
う
、
移

住
し
よ
う
と
い
う
人
た
ち
が
、

安
心
し
て
、
快
適
に
暮
ら
せ
る

よ
う
な
公
共
交
通
が
実
現
し
、

持
続
可
能
な
市
民
生
活
や
ま
ち

づ
く
り
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。

　
　
　
　
他
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活

用
に
つ
い
て
、
上
野
原
市
地
域

公
共
交
通
計
画
と
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

市
内
の
公
共
交
通
政
策
に
つ
い
て

安留俊介

居
場
所
と
思
え
る
場
所
の
環
境
整
備

通
学
路
危
険
個
所
の
整
備
に
つ
い
て

八木一雄
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一般質問

質
問 
結
婚
年
齢
が
高
く
な
り
、
第
1

子
の
出
産
年
齢
が
高
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
賃
金
の
改
善
、
働

き
方
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え

る
が
。

答
弁	

様
々
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、

雇
用
や
所
得
の
安
定
性
な
ど
が

婚
姻
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。

質
問 

議
員
全
員
協
議
会
で
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
賃
金
改
定
は
、

年
度
途
中
で
行
わ
な
い
と
い
う

説
明
が
あ
っ
た
が
。

答
弁	

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
遂
行
す
る
上
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
存
在

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
正
規

職
員
と
同
様
に
本
年
4
月
に
遡

及
す
る
対
応
と
し
、
次
期
定
例

会
で
条
例
制
定
等
の
上
程
を
考

え
て
い
ま
す
。

質
問 

第
9
期
介
護
保
険
計
画
の
策
定

の
今
後
の
予
定
は
。

答
弁	

今
後
、
事
業
見
込
量
等
の
検
討

な
ど
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
２
月
に
計
画
の
最
終
案
を

ま
と
め
る
予
定
で
す
。

質
問 

介
護
給
付
準
備
基
金
の
残
高

は
。

答
弁	

令
和
４
年
度
末
で
６
億
４
千
万

円
で
す
。

意
見 

介
護
保
険
料
は
、
準
備
基
金
も

あ
る
の
で
、
引
き
上
げ
な
い
よ

う
に
工
夫
を
。

質
問 

笛
吹
市
、
都
留
市
で
Ａ
Ｉ
デ
マ

ン
ド
交
通
の
導
入
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
。

答
弁	

市
で
も
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
時

刻
表
が
な
い
フ
ル
デ
マ
ン
ド
型

運
行
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど

費
用
面
、
地
域
的
特
性
、
運
行

事
業
者
と
の
協
議
な
ど
の
課
題

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

質
問　
持
続
可
能
で
市
民
満
足
度
が
高

い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
。

答
弁　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
自

家
用
車
へ
の
依
存
等
、
公
共
交

通
の
利
用
者
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
ま
た
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
運

転
手
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
る
状
況
も
あ

り
ま
す
。
従
来
の
手
法
で
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
大
変
厳
し
い

現
状
で
す
。
移
動
を
支
え
る
交

通
事
業
者
の
健
全
な
事
業
の
継

続
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向

け
て
利
用
者
の
意
向
の
把
握
と

先
進
地
の
事
例
を
収
集
し
、
当

市
の
地
域
性
を
考
慮
し
た
施
策

を
検
討
し
ま
す
。

質
問　

私
は
市
街
地
に
住
む
議
員
で

す
。
今
ま
で
は
小
沢
地
区
に

あ
っ
た
公
正
屋
が
新
町
地
区
に

移
転
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

入
谷
地
区
の
方
々
の
買
い
物
難

民
化
が
顕
著
で
す
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
現
在
利
用
が
出

来
な
い
、
市
街
地
の
住
民
の

方
々
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
方
策
は
。

答
弁　
高
齢
を
迎
え
た
方
な
ど
に
つ
い

て
は
、
買
い
物
や
通
院
に
つ
い

て
大
変
な
不
安
を
抱
え
て
い
る

こ
と
も
把
握
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
安
を
速
や
か
に

解
消
で
き
る
よ
う
協
議
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
他
に
、
上
野
原
駅
南
口
市
営

駐
車
場
、
観
光
行
政
と
他
課
と

の
連
携
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

少
子
化
対
策
、
賃
金
等
の
改
善
を

一般質問

川田好博

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

東山洋昭
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一般質問

議員の期末手当等

質
問　
自
伐
型
林
業
と
は
、
森
林
の
経

営
や
管
理
、
施
業
を
山
林
所
有

者
や
地
域
が
自
ら
行
う
自
己
責

任
型
の
林
業
で
あ
る
。
当
市
も

こ
の
林
業
を
推
進
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

答
弁　
推
進
の
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ

う
な
支
援
が
必
要
か
市
内
山
林

の
状
況
を
確
認
す
る
中
で
、
森

林
管
理
制
度
の
実
施
と
合
わ
せ

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

意
見　
自
伐
型
林
業
を
推
進
し
て
い
る

自
治
体
は
一
昨
年
で
55
の
自
治

体
と
な
っ
て
い
る
。
当
市
も
こ

の
制
度
の
普
及
を
図
る
べ
き
。

質
問　
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
交
付
金
と
は
。

答
弁　
地
域
環
境
保
全
タ
イ
プ
と
森
林

資
源
活
用
タ
イ
プ
が
あ
り
、
路

網
の
補
修
、
森
林
調
査
、
見
回

り
、
機
材
及
び
資
材
の
整
備
な

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。

意
見　
交
付
金
を
受
け
る
に
は
、
地
域

住
民
等
３
人
以
上
で
構
成
し
た

組
織
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
、

自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
交
付

が
受
け
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

す
で
に
活
動
し
て
い
る
団
体
が

あ
る
の
で
市
と
し
て
も
積
極
的

な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

質
問 

小
水
力
発
電
に
つ
い
て
以
前
か

ら
提
案
し
て
い
る
が
考
え
は
。

答
弁　

相
談
や
技
術
支
援
に
つ
い
て

は
、
県
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
課
が
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民

か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、
生
活
環

境
課
が
県
と
連
携
を
と
り
積
極

的
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

意
見　
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
は
、
少
量

の
水
量
で
発
電
で
き
る
。
積
極

的
な
取
り
組
み
が
必
要
。

　
　
　
　
他
に
、
市
民
か
ら
の
要
望
事

項
、
常
住
人
口
調
査
、
地
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ  

ー
制
度
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

地
域
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

長田喜巳夫

人
事
院
勧
告
、
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
よ
っ
て
、

一
般
職
員
や
市
長
等
の
期
末
手
当
が
０・
０
５
月
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。議
員
の
期
末
手
当
も
、そ
れ
に
伴
っ

て
、
引
き
上
げ
の
検
討
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
11
月

21
日
に
開
か
れ
た
議
員
全
員
協
議
会
で
「
議
員
自
ら
期

末
手
当
の
引
き
上
げ
を
提
案
す
る
こ
と
は
、
市
民
感
情

か
ら
許
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
な
ど

が
出
さ
れ
て
、
議
員
の
期
末
手
当
の
引
き
上
げ
は
見
送

ら
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
の
定
数
増

議
員
の
期
末
手
当
は
引
き
上
げ
ず

　
現
在
、
議
会
だ
よ
り
編
集
常
任
委
員
会
の
定
数

は
６
名
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の

議
員
が
編
集
に
携
わ
る
こ
と
が
、
市
民
の
声
を
反

映
し
や
す
く
な
る
こ
と
か
ら
、
定
数
を
７
名
と
変

更
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
の
組
織
変
更
に
よ
り
、
部
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
各
常
任
委
員
会
の
担
当
す
る
業

務
部
署
か
ら
、
部
を
削
除
し
ま
し
た
。

発議
発
議
第
8
号　

�

上
野
原
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て�
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	 上野原せいだプラント　代表
長岡洋明さん

「せいだ芋」で夢を描く、みんなでつくる故郷の未来
上野原せいだプラントは 「せいだ芋 （上野原産のじゃがいも）」

の農業生産グループです。2020年に定年を迎えた仲間達と 「せい
だ芋」 が “ 町おこし ” のきっかけになればと思い立ち上げました。
空いている畑を利用させてもらい、「ふるさと納税」の返礼品であ
る 『本格焼酎 芋大明神』 と 『せいだ芋のポテトフライ』 の原料を
栽培しています。また、「せいだ芋」の歴史と伝統を未来に繋ぐた
め、栽培推奨活動や子ども達や若い世代の方々と一緒に取り組むこ
とも大切にしています。郷土料理「せいだのたまじ」や市のキャラ
クター「たまじまる」など、「せいだ芋」は地元で愛され続ける貴
重な財産です。この財産を皆さんと大切に継承し、「せいだ芋」で
豊かで楽しい上野原に導かれるのを見届けたいです。興味がある方
は、一緒に「せいだ芋」をつくりませんか？

編集

後記

人口減少や少子高齢化などに伴い、市政の抱える課題は多
種多様化しており、議会の果たすべき役割は益々重要になっ
ています。

そのような中、市議会の更なる活性化を図るため、昨年５
月、議会活性化特別委員会を設置し、「市民参加及び市民と
の協働の在り方について」、「政策立案及び提言の積極的な実
施について」、「政務活動費について」、「討論交互の原則の見
直しについて」、「一般質問の持ち時間の短縮について」、そ
れぞれの分科会において調査・検討を行っており、それらに
基づき、目に見える活性化を積極的に推進してまいります。

まずは、「市民と議会との意見交換会」の開催から。
皆様のご支援、ご協力をお願いします。　　　　（安留）

月定例会予定３
通常の傍聴には予約の必要はありま

せん。傍聴当日、3階議会事務局受付
までお越しください。

委員会の傍聴については、委員長の
許可が必要です。

市議会では、一般質問を傍聴する
際、満1歳以上から就学前までのお子
さんを無料でお預かりする託児サービ
スを実施しております。

ご希望の場合は、傍聴希望日の1週
間前までに、議会事務局（62-3344）
へお申し込みください。

議会の傍聴について

託児サービスを
ご利用ください

議会だより編集常任委員会
委 員 長 内田　倫弘
副委員長 川田　好博
委　　員 天野　淳一
委　　員 佐藤　澄男
委　　員 安留　俊介
委　　員 山口　　薫

議
会
だ
よ
り
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
す

YouTube

の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
す


